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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 90,738 9.5 △4,857 ― △5,586 ― △4,231 ―

29年３月期第２四半期 82,876 △1.5 △4,926 ― △5,302 ― △3,733 ―
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 △2,251百万円( ―％) 29年３月期第２四半期 △5,680百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 △18.65 ―

29年３月期第２四半期 △16.46 ―
　　

一部の連結子会社は、平成30年３月期より決算日を12月31日から３月31日に変更しており、当第２四半期連結累計期
間は平成29年１月１日から平成29年９月30日までの９か月間を連結しております。詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期
連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（追加情報）」をご覧ください。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 229,345 70,550 30.3

29年３月期 247,646 74,312 29.6
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 69,460百万円 29年３月期 73,237百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00

30年３月期 ― 4.00

30年３月期(予想) ― ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　期末の配当予想につきましては、現時点では未定であります。
　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 240,000 9.0 10,000 13.0 9,500 15.7 6,500 13.2 28.65
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 227,637,704株 29年３月期 227,637,704株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 762,048株 29年３月期 756,384株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 226,878,359株 29年３月期２Ｑ 226,888,081株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

あたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

　四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業業績や設備投資が改善するなど、緩やかな景気回復基調

を持続しました。一方、世界経済は、米国の金融政策や英国のＥＵ離脱問題の影響等、先行きの不透明感はあるもの

の、米国では景気の回復が続いており、アジア地域や欧州においても景気持ち直しの動きがみられました。

このような中、当社グループは中期経営計画「Ｖ１２０」の施策を着実に進め、「国内事業の収益基盤の強化」と

「海外事業の成長拡大」を両立することで、さらなる企業価値の拡大を目指しております。

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、以下のとおりであります。

なお、当社グループでは、電力会社や官公庁向けの各種電気設備や、自治体向け浄水場・下水処理場向け電気設備

等において、年度末に売上高が集中する傾向があります。そのため、例年、第２四半期の売上高については、年間の

実績値に対して相対的に低い水準にとどまっております。

(単位:百万円)

平成29年３月期
第２四半期累計期間

平成30年３月期
第２四半期累計期間

増減額 増減率(％)

売 上 高 82,876 90,738 7,862 9.5

営 業 損 失 △4,926 △4,857 68 ―

経 常 損 失 △5,302 △5,586 △283 ―

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 損 失

△3,733 △4,231 △498 ―

セグメント別の状況は次のとおりであります。売上高につきましては、セグメント間の取引を含んでおります。

① 社会インフラ事業分野

売上高は前年同期比15.4％増の54,567百万円となりました。

（電力・社会システム事業関連）

国内におきましては、全体として厳しい受注環境が続くものの、特長製品の拡販や、電力会社や製造業向けをはじ

めとする既設設備の更新案件の獲得に努めております。

海外におきましては、東南アジアを中心に変電・配電機器の拡販及び海外電力会社向け事業における現地企業との

パートナーシップ構築等、事業体制の強化に取り組んでおります。

（電鉄システム事業関連）

国内におきましては、整備新幹線案件や既設設備の更新案件の受注に取り組んでおります。

海外におきましては、新興国の成長を背景に需要が増加している一方、欧米、中国、地元企業との競争の厳しさ

が増しております。システムとりまとめ力を活かした提案力の強化に努め、新規案件の受注獲得に取り組むととも

に、進行中のプロジェクト案件管理に注力しております。

（水・環境システム事業関連）

地方の財政難や人口減少による浄水場・下水処理場の減少とダウンサイジング化、他社との競争激化等、厳しい

事業環境のなか、提案活動の強化により、国内既設案件を中心に受注は堅調に推移しております。ＩＣＴ技術の活

用・開発による他社との差別化に努め、浄水場・下水処理場向け電気設備の更新物件の受注獲得、及び水道施設の維

持管理・運転管理業務の受託拡大に向けた取組みを積極的に進めております。

② 産業システム事業分野

売上高は前年同期比1.0％減の22,787百万円となりました。
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（モータドライブ・電子機器事業関連）

モータドライブ分野につきましては、エレベータ用モータ・インバータ、フォークリフト用電装品は競争激化が

継続しておりますが、射出成型機向けは堅調に推移しております。また、ＰＨＥＶ・ＥＶ向けモータ・インバータ

は、ほぼ当初予想通りに推移しております。

電子機器分野につきましては、半導体製造装置向け部品を中心に堅調に推移しております。

（動計・搬送システム事業関連）

動力計測システム分野につきましては、自動車業界の電動化、自動運転等の大きな変革を受け、モデルベース開

発に対応したパートナーシップ戦略の推進や特長製品の創出による、ソリューション提案力の強化に取組んでおりま

す。

搬送システム分野につきましては、今後の成長が期待できる物流市場へ向けた、無人搬送車（ＡＧＶ）の拡販に

努めてまいります。

③ 保守・サービス事業分野

売上高は前年同期と同水準の10,580百万円となりました。

機器設備の保守・点検・維持管理・運転管理までを一括して請け負う施設全体のワンストップサービスの取組みを

組織横断的に推進するとともに、民間工場・施設のウォークスルーにより、電気を主体としたユーティリティ設備の

診断・提案活動を積極的に展開しております。

④ 不動産事業分野

業務・商業ビルThinkPark Tower（東京都品川区大崎）を中心とする保有不動産の賃貸事業を行っており、売上高

は前年同期比と同水準の1,728百万円となりました。

⑤ その他の事業分野

電気化学計測機器や電気絶縁材料の製造・販売、従業員の福利厚生サービス、物品販売など、報告セグメントに含

まれない事業については、売上高は前年同期比5.1％減の8,561百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」）比18,301百万円減少し、229,345

百万円となりました。

流動資産は、前期末に計上した売上債権の回収が進み、前期末比18,228百万円減少し119,351百万円となりまし

た。

固定資産は、有形固定資産及び無形固定資産の減価償却が進行したことにより、前期末比73百万円減少の109,994

百万円となりました。

負債は、コマーシャル・ペーパーの減少等により前期末比14,538百万円減少し158,795百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上及び剰余金の配当に伴

い前期末比3,762百万円減少して70,550百万円となりました。この結果、自己資本比率は前期末の29.6%から30.3%と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの事業は、電力会社や官公庁向けの各種電気設備や、地方自治体向けの上下水処理設備等において、

年度末に売上が集中する傾向がございます。そのため、当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高は年間

の数値に対して相対的に低い水準にとどまり、また損益につきましても損失を計上しておりますが、業績は概ね予

想通り推移しており、平成29年5月12日に公表いたしました業績予想については、変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,105 14,064

受取手形及び売掛金 78,701 43,853

商品及び製品 5,424 5,338

仕掛品 30,344 41,221

原材料及び貯蔵品 4,336 4,213

繰延税金資産 3,515 5,015

その他 5,338 5,821

貸倒引当金 △187 △178

流動資産合計 137,579 119,351

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 38,192 37,615

機械装置及び運搬具（純額） 9,014 9,142

土地 12,607 12,602

建設仮勘定 1,882 2,176

その他（純額） 2,328 2,316

有形固定資産合計 64,026 63,853

無形固定資産

ソフトウエア 5,227 4,968

のれん 1,055 1,023

その他 1,371 1,407

無形固定資産合計 7,654 7,399

投資その他の資産

投資有価証券 26,886 27,730

長期貸付金 31 31

繰延税金資産 9,906 9,493

その他 1,612 1,527

貸倒引当金 △49 △40

投資その他の資産合計 38,387 38,741

固定資産合計 110,067 109,994

資産合計 247,646 229,345
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,815 26,161

短期借入金 7,938 4,394

コマーシャル・ペーパー 15,000 －

未払金 13,046 10,488

未払法人税等 1,126 678

前受金 11,755 20,660

賞与引当金 6,004 7,031

製品保証引当金 749 849

受注損失引当金 1,145 1,701

その他 13,779 11,996

流動負債合計 103,361 83,962

固定負債

社債 － 5,000

長期借入金 22,427 22,102

退職給付に係る負債 43,714 43,858

環境対策引当金 817 766

繰延税金負債 7 8

その他 3,005 3,097

固定負債合計 69,972 74,832

負債合計 173,333 158,795

純資産の部

株主資本

資本金 17,070 17,070

資本剰余金 13,197 12,595

利益剰余金 38,861 33,721

自己株式 △177 △179

株主資本合計 68,951 63,207

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,431 8,466

繰延ヘッジ損益 △16 △10

為替換算調整勘定 1,326 1,968

退職給付に係る調整累計額 △4,455 △4,172

その他の包括利益累計額合計 4,285 6,252

非支配株主持分 1,075 1,090

純資産合計 74,312 70,550

負債純資産合計 247,646 229,345
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 82,876 90,738

売上原価 64,666 71,331

売上総利益 18,209 19,407

販売費及び一般管理費 23,136 24,264

営業損失（△） △4,926 △4,857

営業外収益

受取利息 38 23

受取配当金 284 300

受取賃貸料 55 55

その他 259 293

営業外収益合計 637 672

営業外費用

支払利息 263 227

出向者関係費 136 156

為替差損 166 56

持分法による投資損失 117 720

その他 329 240

営業外費用合計 1,013 1,400

経常損失（△） △5,302 △5,586

特別損失

固定資産除却損 7 －

減損損失 5 －

その他 2 0

特別損失合計 15 0

税金等調整前四半期純損失（△） △5,318 △5,586

法人税、住民税及び事業税 380 319

法人税等調整額 △1,887 △1,660

法人税等合計 △1,506 △1,340

四半期純損失（△） △3,811 △4,245

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △77 △13

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,733 △4,231
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △3,811 △4,245

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 19 1,035

繰延ヘッジ損益 △26 6

為替換算調整勘定 △2,234 556

退職給付に係る調整額 359 282

持分法適用会社に対する持分相当額 14 112

その他の包括利益合計 △1,868 1,993

四半期包括利益 △5,680 △2,251

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,501 △2,264

非支配株主に係る四半期包括利益 △178 12
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △5,318 △5,586

減価償却費 4,226 4,279

引当金の増減額（△は減少） 166 1,624

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 412 552

受取利息及び受取配当金 △322 △323

支払利息 263 227

持分法による投資損益（△は益） 117 720

売上債権の増減額（△は増加） 44,766 43,994

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,966 △10,328

仕入債務の増減額（△は減少） △17,220 △8,450

その他 △3,705 △2,296

小計 12,420 24,413

利息及び配当金の受取額 379 374

利息の支払額 △255 △226

法人税等の支払額 △3,078 △1,740

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,466 22,821

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,520 △3,670

関係会社株式の取得による支出 △2,908 △587

貸付けによる支出 △2,378 －

その他 △153 124

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,961 △4,133

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △214 △1,999

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

1,000 △15,000

長期借入れによる収入 10,000 －

長期借入金の返済による支出 △15,598 △1,987

社債の発行による収入 － 5,000

配当金の支払額 △909 △909

非支配株主への配当金の支払額 △56 △17

その他 145 94

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,632 △14,819

現金及び現金同等物に係る換算差額 △895 86

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,023 3,954

現金及び現金同等物の期首残高 14,438 10,008

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,414 13,963
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（追加情報）

従来、決算日が12月31日であった連結子会社については同日現在の財務諸表を使用し、６月30日であった連結子

会社については12月31日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引に

ついては、連結上必要な調整を行っておりましたが、THAI MEIDENSHA CO., LTD.、MEIDEN ELECTRIC(THAILAND)

LTD.、P.T.MEIDEN ENGINEERING INDONESIA、明電太平洋(中国)有限公司、MEIDEN MALAYSIA SDN. BHD.、MEIDEN

METAL ENGINEERING SDN. BHD.、MEIDEN THAI ENTERPRISE CO.,LTD.、TRIDELTA MEIDENSHA GmbHについては決算日を

３月31日に変更し、明電舎(鄭州)電気工程有限公司、明電舎(杭州)電気系統有限公司、東莞明電太平洋電気工程有

限公司、上海明電舎長城開関有限公司については連結決算日に本決算に準じた仮決算を行う方法に変更しておりま

す。この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間は平成29年１月１日から平成29年９月30日までの９か月間を連結

しております。

なお、当該子会社の平成29年１月１日から平成29年３月31日までの売上高は3,077百万円、営業損失は69百万円、

経常損失は14百万円、税金等調整前四半期純損失は14百万円であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自平成28年４月１日 至平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

　
四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

社会イン
フラ事業

産業シス
テム事業

保守・
サービス
事業

不動産
事業

小計

売上高

外部顧客への売上高 45,563 20,959 10,032 1,594 78,149 4,727 82,876 － 82,876

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,740 2,065 544 131 4,481 4,293 8,774 (8,774) －

計 47,304 23,024 10,576 1,726 82,631 9,020 91,651 （8,774) 82,876

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△3,602 △168 △661 694 △3,738 72 △3,665 (1,260) △4,926

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他の製品販売、従業員の福

利厚生サービス、化成製品等を提供する事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,260百万円には、セグメント間取引消去355百万円、たな卸

資産の調整額△12百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,603百万円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発部門等で行っている研究開発にかかる費用等であり

ます。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２.報告セグメントの変更等に関する事項

　一部の連結子会社は、平成29年３月期より決算日を12月31日から３月31日に変更しており、当第２四半期連結累計

期間は平成28年１月１日から平成28年９月30日までの９か月間を連結しております。

決算短信（宝印刷） 2017年10月30日 10時47分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社明電舎(6508) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

10

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自平成29年４月１日 至平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

　
四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

社会イン
フラ事業

産業シス
テム事業

保守・
サービス
事業

不動産
事業

小計

売上高

外部顧客への売上高 53,357 21,012 10,049 1,596 86,016 4,722 90,738 － 90,738

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,209 1,775 530 131 3,648 3,839 7,487 (7,487) －

計 54,567 22,787 10,580 1,728 89,664 8,561 98,226 (7,487) 90,738

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△3,725 414 △1,018 716 △3,613 68 △3,545 (1,312) △4,857

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他の製品販売、従業員の福

利厚生サービス、化成製品等を提供する事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,312百万円には、セグメント間取引消去370百万円、たな卸

資産の調整額17百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,700百万円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発部門等で行っている研究開発にかかる費用等であり

ます。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２.報告セグメントの変更等に関する事項
　
　「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（追加情報）」に記載のとお

り、一部の連結子会社は、平成30年３月期より決算日を12月31日から３月31日に変更しており、当第２四半期連結累

計期間は平成29年１月１日から平成29年９月30日までの９か月間を連結しております。
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